
 

 

平成31年4月3日 
自由民主党看護問題対策議員連盟 

会長   伊吹 文明 様 
一般社団法人全国保健師教育機関協議会      

             会 長  岸 恵美子      
 

要  望  書 
今般、急激な少子・高齢化の進行や地域力の弱体化、自然災害の多発等、地域保健を

取り巻く課題は多様化しています。これら地域の健康課題の解決・改善には、地域の各

種データを効果的に活用し、根拠に基づき地域の特徴をいかした保健計画の策定・実

施、評価を遂行することが、保健・医療の専門職にますます求められています。  
保健師は地域の実情に精通する保健・医療の専門職として、地域の健康課題を分析・

評価し、その特性に応じた対策を計画・実施・評価する役割を担っています。さらに、

地域共生社会の実現に向け、地域包括ケアシステムの強化が示される中、保健師には分

野を超えて総合的に相談に応じ、複合化した生活課題を解決するために自治体の体制

を整備する役割が求められています。 
一般社団法人全国保健師教育機関協議会は、保健師教育の充実を図り、公衆衛生の向

上に寄与することを目的に活動し、現在 209 校の保健師教育機関からなる団体です。 

質の高い実習指導者の育成と実習環境の整備、保健師教育の推進によって、住民の健康

課題の解決・改善に寄与するため、次の事項の実現を図られますよう、強く要望いたし

ます。 
 

要望事項 
１．保健師教育を看護基礎教育課程修了後の 1年以上とする教育体制の推進 

２．保健師教育課程の単位増を含む、保健師助産師看護師学校養成所指定規則の 

改正の推進 

３．保健師教育に関わる教員と実習指導者の質保証への助成 

 
 

 

 

 



 

 

要 望 の 理 由 
 

１．保健師教育を看護基礎教育課程修了後の 1 年以上とする教育体制の推進 
わが国の保健師教育を、看護基礎教育課程修了後 1年もしくは 2 年で行うよう推進

していただくことを要望します。 

合わせて、現在、大学教育課程で行われている保健師教育に関し、指定された保健師

国家試験受験資格に必要な科目と単位について、看護師国家試験受験資格に必要な科

目の読み替えをしないよう推進していただくことを要望します。 

現在保健師教育は専門学校（1年課程）、専門学校（4年課程）、大学（選択制）、大学

（統合カリ）、大学院の 5 種類の養成課程で行われています。この多様な教育課程の質

保証のために、教育期間の見直しを含む、実践能力を強化する教育改善が必要です。 

そのために、看護師基礎教育課程を 4 年制とし、保健師教育を看護師教育課程修了

後の大学院修士課程、もしくは大学専攻科などで行う 1 年以上の教育とする教育体制

への移行の推進が必要です。 
 

２．保健師教育課程の単位増を含む、保健師助産師看護師学校養成所指定規則の改正

の推進 

 現在開催されている看護基礎教育検討会において、保健師教育課程の単位増を含む

指定規則改正の推進を要望します。 

保健・医療と介護の統合により地域包括ケアを推進するためには、地域マネジメント

が必要となります。また、今後、地域における切れ目ない妊娠・出産の支援を目的に子

育て世代包括支援センターの設置が拡大されます。これら包括的な支援を円滑に運営

するためには、地域を基盤とした子どもから高齢者までの多様なライフサイクルでの

支援のマネジメント、また障害者の支援におけるマネジメントが重要となります。 

個人・家族の支援から地域への支援へと連動した活動展開を実践するには、数か月～

１年以上の実習期間が必要です。現在の保健師教育の実習単位は 5 単位ですが、助産

師教育では 11単位の実習が課されており、保健師教育でも実習の充実と強化が必須で

す。実習単位を増加するとともに、主体的な実習ができるよう講義・演習を充実させる

ための指定規則の改正を推進していただくことを要望します。 

 

３．保健師教育に関わる教員と実習指導者の質保証への助成 

文部科学省が管轄するすべての保健師養成課程において、法律で定められた教育内

容の質を担保できるように、定員増を要望します。 
合わせて、各都道府県に対し、地域での実習指導者研修や実習調整協議会設置などへ

の支援、実習指導者講習会開催の拡充、実習受け入れ施設に対する実習指導者確保のた

めの予算措置等の対策を講じるよう働きかけていただくことを要望します。 



 

 

保健師教育課程の学生は、地区を長期にわたって受け持ち、担当地区内での個人・家

族への支援とともに地域への支援を実践することで、地区活動の展開方法を学習する

必要があります。またライフサイクル各期にある個人・家族、精神障害・難病・感染症

など様々な健康問題を抱える個人・家族への支援を学ぶ体験が必須です。そのような実

習において、教員は臨地に頻回に出向き、学生とともに地区を担当して指導していく体

制が求められます。また実習指導者講習会を受講した実習指導者からの適切な指導に

より学習効果が高められます。 
実践力のある保健師を養成するために、保健師教育に関わる教員の定員増と実習指

導者を育成するための研修等を充実させるための予算措置を要望します。 

 
 


